
1917年 10月 1日の台風による暴風雨について 

 

当時の水戸測候所（現水戸地方気象台）の 1917年（大正 6年）10月 1日の暴風雨報告によると、

「9月 24日南洋パラウ群島の北方洋上に発生せる台風は北西方に徐行し、26日ルソン島東方海上

に到れり、しかして同日朝、北東に転向して 29日午前沖縄南東方の洋上より（この時、当測候所にお

いて警報を発せり）30日午前土佐沖を経、同日夕刻潮岬の南方 30里（約 120km）の位置に到達せ

り。じ後なお北東に進行して同夜半頃静岡付近より上陸し、1 日午前 3 時半頃埼玉県大宮町（市）付

近を通過して同 6時福島市へ進行せしもののごとし。」とある。 

また、水戸地方気象台が 1977年 2月にまとめた茨城県気象災害誌によると、この台風による茨城

県内の被害について、「静岡付近に上陸し、埼玉県を経て、1日午前 4時半ころにホン県西部を通過

して福島市付近へ抜けた台風は、通過の速度が速かったため、雨量は比較的少なく、県内では

100mm 内外の所が多く栃木・群馬方面で 200mm 位の所が多かったが、河川洪水による被害は殆

どなかった。台風の勢力は極めて優勢で、中心示度 947mb以下と推定され、風が非常に強く水戸で

4時 20分に南南東 26.7m/s を観測した。この強風のため稀にみる甚大な風害を受けた。」とあり、強

い風による被害が大きかったことが推定される。 

以下に、日立市天気相談所が 1972 年 06 月 01 日に発行した「防災気象」の中より、天気相談所

開設以前に発生している大きな災害についてとしてまとめられているものを抜粋して示す。 












